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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地面や敷地に載置され、内部全体が物品の収納空間を形成する箱体と、該箱体を覆う切
り妻型の屋根とを備え、
　前記屋根は、棟木と、該棟木に回動自在に支持された主屋根と、該棟木の頂部から該主
屋根と該棟木との境界部分に渡って布設された防水シートと、前記棟木に対して回動自在
に支持され前記防水シートを覆う棟屋根とで構成され、開閉可能となっており、該屋根を
開くことで前記収納空間に対して物品を出し入れする開口が形成されることを特徴とする
収納ボックス。
【請求項２】
　前記箱体を構成する側面板も開閉可能となっており、該側面板を開くことで、前記屋根
の開きによる開口と合わせて連通する大きな開口が形成されることを特徴とする請求項１
に記載の収納ボックス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収納ボックスに関するものであり、特に、庭先等の屋外に好適に用いること
ができる収納ボックスに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　灯油のポリタンク、ガーデニング用品、日曜大工用品等の種々の物品を収納するために
庭先等の屋外に置かれる収納ボックスがある。このような収納ボックスは、一般的に、略
直方体の箱型の外観を呈している。また、樹脂製や鋼板製のものが主流である。この種の
収納ボックスとして例えば特許文献１に記載の技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３００１１２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　樹脂製や鋼板製で略直方体の箱型の収納ボックスが庭先にポツンと置いてあると、庭先
の景観を損ねる。また、屋外に収納ボックスが置かれていると、その中に種々の物品が保
管されていることが一目瞭然であり、保管してある物品が盗まれたり悪戯されたりする虞
もある。
【０００５】
　本発明は、上記実情を鑑みてなされたものであり、庭先等の屋外に置いても景観を損な
わず、しかも、中に保管してある物品の盗難や悪戯に対する抑制効果を見込むこともでき
る収納ボックスの提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明に係る収納ボックスは、地面や敷地に載置され、内部全体が物品の収納
空間を形成する箱体と、該箱体を覆う切り妻型の屋根とを備え、前記屋根が開閉可能とな
っており、該屋根を開くことで前記収納空間に対して物品を出し入れする開口が形成され
る。
【０００７】
　本発明の収納ボックスは、切り妻型の屋根を備えたものであり、犬小屋風の外観を呈す
るものである。よって、庭先にポツンと置いても、庭先の景観を損ねることがない。また
、本発明の収納ボックスが、一見、犬小屋に見えることから、収納ボックスであることを
知らない第三者にとっては、その中で犬が飼われているものと認識する。よって、屋外に
収納ボックスを置いても、第三者がその収納ボックスにあえて近づこうとはせず、収納ボ
ックスの中に保管した物品が盗まれたり悪戯されたりすることを抑制することができる。
【０００８】
　また、本発明の収納ボックスは、屋根が開閉可能であり、屋根を開くことで、箱体の上
部が開口する。よって、この開口を通じて、箱体の内部の収納空間に対して物品を良好に
出し入れすることができる。
【０００９】
　なお、屋根の開閉については、切り妻型の両流れの二つの屋根の少なくとも一方を棟に
対して回動自在に支持することで屋根を開閉できるようにすることの他、切り妻型の屋根
全体を左右一方の側面板の上部に回動自在に支持して、切り妻型の屋根全体を「へ」の字
状のままで開閉できるようにしたり、切り妻型の両流れの二つの屋根の夫々を左右の側面
板の上部に回動自在に支持して、所謂「観音開き」の扉のように開閉できるようにしたり
することを例示することができる。また、屋根を回動自在に支持するに限らず、棟や側面
板に対してスライド自在として、所謂「引き戸」のように屋根をスライドさせることで開
閉できるようにしてもよい。さらには、箱体とは別体の屋根を、箱体に対して、嵌め込み
装着やスライド装着等の適宜の装着構造によって着脱できるようにしてもよい。
【００１０】
　特に、請求項１の発明に係る収納ボックスは、屋根は、棟木と、該棟木に回動自在に支
持された主屋根と、棟木の頂部から主屋根と棟木との境界部分に渡って布設された防水シ
ートと、前記棟木に対して回動自在に支持され前記防水シートを覆う棟屋根とで構成され
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ていることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明の収納ボックスは、屋根を、棟木に回動自在に支持した主屋根を用いて構成した
ものである。このように棟木に主屋根を回動自在に支持すると、棟木と主屋根との境界部
分に隙間が生じ、この隙間から内部の収納空間に雨水が漏れる虞がある。そこで、本発明
では、棟木の頂部から棟木と主屋根との境界部分に渡って防水シートを布設することで、
内部の収納空間に雨水が漏れることを防止する。また、防水シートが露呈していると、屋
根の良好な外観が損なわれるため、棟屋根によって防水シートを覆うことで良好な外観を
確保している。
【００１２】
　ところで、棟屋根は、棟木と主屋根との境界部分を覆う防水シートをさらに覆うもので
あり、主屋根の端部に重なるものである。よって、棟屋根を設けることで、この棟屋根が
主屋根の回動の邪魔になる虞が生じるが、本発明では、棟屋根を、棟木に対して回動自在
に支持しているため、主屋根の回動に伴って、主屋根に重なった棟屋根も回動する。よっ
て、棟屋根が主屋根の回動を邪魔することはない。
【００１３】
　請求項２の発明に係る収納ボックスは、請求項１の発明に係る収納ボックスにおいて、
特に、箱体を構成する側面板も開閉可能となっており、該側面板を開くことで、前記屋根
の開きによる開口と合わせて連通する大きな開口が形成されることを特徴とするものであ
る。
【００１４】
　本発明の収納ボックスでは、側面板も開閉することから、屋根及び側面板を開くことで
、箱体の上部及び側部に、内部の収納空間に対して物品を出し入れするための大きな開口
が形成される。よって、屋根及び側面板を開くことで、収納空間に、より一層良好に、物
品を出し入れすることができる。特に、側面板を開くことで屋根よりも低い部位に開口が
形成されることから、収納する物品が灯油を満たしたポリタンク等の重量物である場合に
重たい物品を高く持ち上げることなく収納空間に対して出し入れすることができる。よっ
て、物品の出し入れに際しての労力を軽減させることができる。
【００１５】
　なお、側面板の開閉については、箱体の底面板に側面板を回動自在に支持することで開
閉できるようにすることの他、側面板を正面板或いは背面板に回動自在に支持して、所謂
「開き戸」のように開閉できるようにしたり、側面板を正面側の部材と背面側の部材との
二つの部材により構成すると共に二つの部材を夫々正面板及び背面板に回動自在に支持し
て、所謂「観音開き」の扉のように開閉できるようにしたりすることを例示することがで
きる。また、側面板を回動自在に支持するに限らず、屋根や底面板に対してスライド自在
として、所謂「引き戸」のように側面板をスライドさせることで開閉できるようにしても
よい。さらには、底面板、正面板及び背面板とは別体の側面板を、底面板、正面板及び背
面板に対して、嵌め込み装着やスライド装着等の適宜の装着構造によって着脱できるよう
にしてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明によれば、庭先等の屋外に置いても景観を損なわず、しかも、中
に保管してある物品の盗難や悪戯の抑制効果を見込むこともできる収納ボックスを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る収納ボックスの屋根及び側面板を夫々閉じた状態を示す斜視図であ
る。
【図２】図１の収納ボックスの屋根及び側面板を夫々開いた状態を示す斜視図である。
【図３】屋根の棟部分を示す図面であり、（ａ）は、一例の斜視図、（ｂ）は、別例の斜
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視図である。
【図４】主屋根と棟屋根とを連動させる連動リンクを示す図面であり、（ａ）は、屋根を
閉じた状態の正面図、（ｂ）は、屋根を開けた状態の正面図である。
【図５】土台を示す図面であり、（ａ）は、土台の要部の縦断面図、（ｂ）は、土台ブロ
ックの製造過程の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明に係る収納ボックスの実施形態としての一例を以下に説明する。なお、以下では
、説明の便宜上、図１の矢印Ｓの向きを正面視として説明する。
【００１９】
　本例の収納ボックス１は、全体が木製であり、図１に示すように、内部に収納空間を形
成する箱体１０と、この箱体１０の上部を覆う屋根２０とを備えている。そして、屋根２
０は、両流れの切り妻型に形成されている。また、全体の寸法は、幅、奥行き及び高さが
夫々５００～１０００ｍｍ程度で、畳の広さで１／４～１／２畳程度の小さなスペースに
置くことのできるコンパクトなものとなっている。よって、このような収納ボックス１は
、一見すると犬小屋に思える外観を呈する。
【００２０】
　また、屋根２０及び箱体１０の側面板１４が開閉可能となっており（矢印Ａ１、Ａ２、
Ｂ１、Ｂ２参照）、屋根２０及び側面板１４を開くことで、図２に示すように、箱体１０
の内部の収納空間に対して、灯油のポリタンクやガーデニング用品等の種々の物品５０を
出し入れするための開口３０が形成される。ここで、屋根２０の開きにより形成された屋
根開口３１と、側面板１４の開きにより形成された側面開口３２とが高さ方向に連通し、
屋根開口３１と側面開口３２とで合わせて高さ方向に大きな開口３０が形成される。よっ
て、収納する物品５０が灯油を満たしたポリタンク等の重量物であっても、開口３０を通
じて収納空間に物品５０を楽に出し入れすることができる。また、大量に市販されている
１８リットル用の灯油のポリタンクの寸法は、幅３５０ｍｍ程度、奥行き２００ｍｍ程度
、高さ４００ｍｍ程度であり、収納空間は、このようなポリタンクを３、４個収納できる
ものとなっている。
【００２１】
　次に、箱体１０及び屋根２０の詳細について説明する。図１に示すように、箱体１０は
、方形の底面板１１と、底面板１１の四方の縁部に夫々立設された正面板１２、背面板１
３及び左右の側面板１４とによって、上部が開放された箱型に形成されている。ここで、
左右の側面板１４は、夫々、蝶番（図示省略）によって底面板１１に上下方向に回動自在
に支持されている。また、図示は省略するが、側面板１４を閉じた状態で安定して維持す
るために、側面板１４に鉄片を取付けると共に正面板１２や背面板１３に磁石を取付けた
磁力による保持手段や、ヒートン等の係止具を用いた保持手段を採用している。
【００２２】
　また、特に、本例では、正面板１２に、犬の出入り口を模したダミー口１２ａが設けて
あり、より一層犬小屋に見えるようにしてある。なお、ダミー口１２ａを正面板１２に貫
通状に設けるに限らず、絵によって表現してもよい。また、ダミー口１２ａにその全体を
塞ぐ透明板を開閉自在に取着してもよい。この場合は、一見犬の出入口に見えるとともに
、外部からの塵埃、異物の侵入を防いで収納ボックス１内の物品５０を保護することがで
きる。
【００２３】
　箱体１０の上部は、両流れの切り妻型の屋根２０によって覆われている。ここで、屋根
２０は、図１及び図３（ａ）に示すように、棟木２１と、蝶番２５によって棟木２１に上
下方向に回動自在に支持された主屋根２２と、棟木２１の頂部から主屋根２２と棟木２１
との境界部分に渡って布設された防水シート２３と、蝶番２６によって棟木２１に回動自
在に支持され、防水シート２３を覆う棟屋根２４とで構成されている。
【００２４】
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　防水シート２３は、ポリエチレン樹脂やビニール樹脂等の樹脂シートにより構成されて
おり、可撓性に優れると共に水を通さないものである。この防水シート２３によって、棟
木２１と主屋根２２との境界部分の隙間から内部の収納空間に雨水が侵入するのが防止さ
れる。また、防水シート２３は、棟屋根２４によって覆われている。よって、防水シート
２３は外部に大きく露呈しないから、防水シート２３によって収納ボックス１の屋根２０
の良好な外観が損なわれることはないし、防水シート２３が直接太陽光や雨水等によって
劣化したり損傷を受けるのが防止される。
【００２５】
　ところで、本例では、両流れの屋根２０の左右夫々が上下方向に開閉可能となっており
、棟木２１の頂部から左右の主屋根２２の端部に渡って防水シート２３が敷設されており
、この防水シート２３の上から蝶番２６によって棟木２１に棟屋根２４が取付けてあるが
、図３（ｂ）に示すように、蝶番２７として取付金具２７ａを具備するものを採用し、取
付金具２７ａを棟木２１の両端面に取付けて、棟木２１の頂部と蝶番２７との間に隙間Ｌ
を確保できるようにしてもよい。このようにすることで、棟木２１の頂部と蝶番２７との
間の隙間Ｌから防水シート２３を抜き差しすることができ、防水シート２３が破損した場
合に、防水シート２３を簡単に交換することができる。ここで、本例で用いる蝶番２７は
、取付金具２７ａに蝶番２７のピン２７ｂを用いて蝶番２７を片持ち状に支持したもので
ある。なお、蝶番２７の取付金具２７ａを棟木２１の端面に直接取付けることができない
場合には、屋根２０の構造として破風板を設けて、この破風板に取付金具２７ａを取付け
ればよい。
【００２６】
　また、棟屋根２４の取付けの別の変形例として、図示を省略するが、棟木２１の両端に
Ｌ形金具を取付け、このＬ形金具を介して棟木２１に沿ってその上方に僅かに浮かせて隙
間を設けた状態で角柱状の第２棟木を併設し、蝶番を介して第２棟木に棟屋根２４を回動
自在に支持するものとしてもよい。この場合も、棟木２１の頂部と第２棟木との間の隙間
から防水シート２３を抜き差しすることができ、防水シート２３が破損した場合に、防水
シート２３を簡単に交換することができる。
　図３（ｂ）に示した例と前述した変形例の場合は、棟屋根２４は、棟木２１に直接回動
自在に支持されるのではなく、間接的に棟木２１に対して回動自在に支持されることにな
る。
【００２７】
　本例のように主屋根２２と棟屋根２４とを備えた屋根２０では、主屋根２２を上方に回
動させて屋根２０を開いた状態とすると、主屋根２２の上方への回動に伴って、主屋根２
２の端部に重なった棟屋根２４も上方に回動するのであるが、主屋根２２を下方に回動さ
せて屋根２０を閉じた状態とする場合に、棟屋根２４も下方に回動するとは限らない。そ
こで、例えば図４に示すような適宜の連動リンク４０を採用することで、棟屋根２４を主
屋根２２の動きと連動させるようにしてもよい。
【００２８】
　図４に示す連動リンク４０は、棟屋根２４に設けたピン４１に回動自在に軸支されると
共に、長穴４３によって、主屋根２２に設けたピン４２に回動且つスライド自在に軸支さ
れたものである。連動リンク４０は、屋根２０を閉じた状態では、図４（ａ）に示すよう
に、主屋根２２のピン４２が長穴４３の上端部分に位置するのであるが、屋根２０を開い
た状態では、図４（ｂ）に示すように、主屋根２２のピン４２が長穴４３の下端部分に位
置する。よって、この状態から矢印Ｃに示すように主屋根２２を下方に回動させると、棟
屋根２４は、主屋根２２の下方への回動と共に連動リンク４０によって引張られて、矢印
Ｄに示すように下方へと回動する。
【００２９】
　ところで、本例の収納ボックス１は地面に直接設置してもよいが、全体が木製であるこ
とから地面との接触部分が腐食し易い。よって、図１に示すように、土台６０を介して地
面に設置するのが望ましい。次に、土台６０の詳細を説明する。
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【００３０】
　図５に示すように、土台６０は、コンクリートやセメントにより形成した円錐台状の土
台ブロック６１と、土台ブロック６１から突設された例えばステンレス製のネジ等からな
る金属製の支柱６２と、収納ボックス１の底面板１１を受ける木製の受け木６３とを備え
てなるものである。このような土台６０では、支柱６２によって受け木６３が土台ブロッ
ク６１に接触しないように浮かされている。これは、木製の受け木６３が土台ブロック６
１のコンクリートやセメントのアルカリ成分に侵食されるのを防止するためである。また
、本例の土台６０では、支柱６１として、複数本のネジを採用しているが、このような土
台６０は、図５（ｂ）に示すような手法で製造することができる。
【００３１】
　まず、紙コップ等のような手によって簡単に破断することのできる円錐台状の脆弱な容
器６４を用意し、この容器６４の底を貫通するようにして、支柱６２となる複数本のネジ
を受け木６３にねじ込んでおく。このとき、ネジの頭部を容器６４の底よりも上方に浮か
しておく。次に、コンクリートやセメントといった土台ブロック６１の材料６５を容器６
４に打設して硬化させる。そして、容器６４内の材料が完全に硬化した後に、容器６４を
破断して取り除けば、図５（ａ）に示すように、支柱６２である複数本のネジによって受
け木６３が土台ブロック６１から浮かされた状態となった土台６０を得ることができる。
【００３２】
　以上、本発明に係る収納ボックスの一例を説明したが、本発明は、上述の例に限らず、
本発明の要旨を逸脱しない範囲で適宜に変更してもよい。例えば、両流れの左右の屋根２
０の双方及び左右の側面板１４の双方を開閉可能としたが、左側または右側の屋根２０や
側面板１４を開閉可能とし他側の屋根２０を開閉不能に固定してもよい。また、屋根２０
全体や側面板１４全体を開閉させるに限らず、屋根２０の下半分等や側面板１４の上半分
等といったように屋根２０や側面板１４を部分的に開閉させるようにしてもよい。
　更に、収納ボックス１は、正面視で左右対称形に形成されているが、左右非対称形に形
成してもよい。
　加えて、収納ボックス１は、全体が木製となっているが、全体または部分的に金属製や
合成樹脂製等のものとしてもよい。
【００３３】
　本発明の収納ボックスは、灯油のポリタンクやガーデニング用品等の物品５０の他、例
えば、収納ボックスを寺院等の境内や敷地内に設置し、これに文化財保護のために消火器
や防火用バケツなどを収納することもできる。
　また、本発明の収納ボックスは、ペットを飼う場合の犬小屋そのものとして使用するこ
とも勿論できる。
【符号の説明】
【００３４】
　１　収納ボックス　　　　　　　　　　　 ２４　棟屋根
　１０　箱体　　　　　　　　　　　　　　 ２５、２６、２７　蝶番
　１１　底面板　　　　　　　　　　　　　 ２７ａ　取付金具
　１２　正面板　　　　　　　　　　　　　 ２７ｂ、４１、４２　ピン
　１３　背面板　　　　　　　　　　　　　 ３０　開口
　１４　側面板　　　　　　　　　　　　　 ３１　屋根開口
　２０　屋根　　　　　　　　　　　　　　 ３２　側面開口
　２１　棟木　　　　　　　　　　　　　　 ４０　連動リンク
　２２　主屋根　　　　　　　　　　　　　 ４３　長穴
　２３　防水シート　　　　　　　　　　　 ５０　物品
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